
８０年前のプラネタリウムの観覧記念品

光学式プラネタリウム１００周年

私たちにおなじみの光学式プラネタリウムが発明されたのは、今から１００年前の

１９２３年のこと。ドイツのカール・ツァイス社が、ドイツ博物館から依頼を受けて製作

し、公開されました。それからも改良が加えられ、１９２５年にドイツ博物館で常設公

開されています。それにちなみ、世界各地でプラネタリム１００周年をお祝いしていま

す。日本でも、全国の関係者による組織「日本プラネタリウム協議会」(JPA)で１００

周年の記念事業を展開しています。大阪市立科学館でも、関連事業を計画してい

ますので、詳しいことが決まった際にはご案内します。

さて、大阪市立科学館の前身の市立電気科学館は、いまから８６年前の１９３７

（昭和１２）年３月１３日にオープンしました。日本最初のプラネタリウム施設でしたの

で、オープンの際は運営に関する全てが手探りだったと思われます。そのような中、

現在の私たちにおなじみの来館者向けのサービスが、開館直後からありました。ここ

では、そのいくつかをご紹介します。

プログラムの紹介リーフレット

１つ目は、プラネタリウムのプログラムを

紹介したリーフレットです。

プラネタリウムの星空解説で取り上げる

テーマは月ごとに変えていましたが、開館

した翌年の１９３８年３月からは、毎月の内

容を簡単に紹介したリーフレットの配布を

開始しました。写真１はその第１号です。

その月の星空の図や、折々の天文の話題

も盛り込まれており、来館記念のお土産に

もなりました。少し前まで多くの施設で採用

されていたこの形式の配布物は、歴史的に

は８５年前までさかのぼることができます。

プラネタリウムの記念スタンプ

２つ目は、来館記念のスタンプで、かつ

て科学館やプラネタリム施設でよく見かけ

ました。電気科学館でも、開館当初から

記念スタンプがあったようですが、詳細な

写真１：１９３８年３月発行の電気科学館
パンフレット。

天文の話題
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写真３：観覧券

記録は見当たらず、デザインがわかっている

のは開館翌年の１９３９年頃のものです（写

真２）。カール・ツァイスⅡ型投影機のシルエ

ットに加え、「星の劇場 プラネタリウム」、「天

象館」という文字がデザインされているのが

特徴です。レトロモダンな図柄ですね。

電気科学館において、プラネタリウムに

「星の劇場」というニックネームを使っていた

のは１９３９年頃から１９４３年頃が中心で、

リーフレットなどにもよく見られます。

その影響を受けたと思われるのが、大阪

出身の作家織田作之助（１９１３～１９４７）で、

「星の劇場」という作品を著しています。戦地

にいる友人から届いた手紙を読んで電気科

学館に足を運び、初めてプラネタリウムを見た時のことを書きとめた、わずか４００字

余りの小品です。プラネタリウムを見た事がある方なら共感を覚えるような文章で、イ

ンターネットの青空文庫で全文が公開されていますので、ご一読を。

プラネタリウムの入場チケット

３つ目は、プラネタリウムを観覧する時にもらうチケッ

トで、来館記念のお土産になります。科学館には、

１９３７年当時の観覧券も伝えられています。写真３の

ようなものですが、広大な宇宙をイメージしたような図

柄ではありませんが、とてもお洒落なデザインで、家に

持って帰りたくなる気持ちにさせてくれます。

開館当時、電気科学館にはデザイナーのスタッフが

いて、ポスターなどの制作をしていたそうです。このチ

ケットもデザインスタッフの手によるものかもしれま

せん。

ちなみに当時の入場料は、大人が４０銭、こども（１３

歳未満）が２０銭。団体割引も既にありました。

このように、今でもよく目にするプラネタリウムの来館

者サービスの中には、今から８０年以上も前から続いて

いるものがありました。歴史の長さを感じます。

嘉数 次人（科学館学芸員）

写真２：プラネタリウムのスタンプ。パン
フレットに押されていたもの。
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